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 ぼくは、じしんがこわいです。なぜならばおおきくゆれるからです。ねているとき、おふろには

いっているときに、じしんがきたことがあります。そのときは、ちいさいいもうとをまもろうとお

もいました。 

 そして、なつやすみに、くまもとでおおあめがふりました。ぼくのじいじのいえがくまもとにあ

るので、とてもしんぱいでした。でも、なにもひがいがなくてあんしんしました。 

 おぼんに、くまもとにいってこうそくどうろが、どしゃくずれしていました。ひがいがおおきく

ならないように、おおきなつちのふくろがたくさんおいてありました。ふつかくらいで、みずがこ

ないように、たいさくしてあってとてもおどろきました。うえのほうのやまをみたら、みずがちゃ

んととまっていてすごいとおもいました。 

 ぼくのぱぱも、どしゃでくずれたところをなおすおしごとをしています。ワッフルみたいなかた

ちをしていて、それをみるたびに、ぱぱのおしごとだなとおもいます。とてもたかいところから、

ロープをさげて、おしごとをしているそうです。ぼくたちからは、そうぞうできないくらいこわく

て、とてもたいへんなおしごとだとおもいます。ぱぱのほかにも、たくさんのひとたちがさいがい

のたいさくにかかわるおしごとをしていて、すごいです。いつなにがあるかわからない、しぜんさ

いがいは、こわいけどいましょうがくいちねんせいのぼくができることがあるかもしれません。く

ずれているやまにはちかづかないこと。ふだんからいつなにがきても、だいじょうぶなようにひな

んバッグをそろえておくこと。ちいさなことでもじゅんびをしておくことがたいせつだとおもいま

す。 

 でも、なにもおこらないことがいちばんです。ぼくは、これからもそうねがってます。 

 


